
大船渡駅周辺地区大船渡駅周辺地区大船渡駅周辺地区大船渡駅周辺地区土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業等等等等の進捗状況についての進捗状況についての進捗状況についての進捗状況について    

 被災した大船渡駅周辺地区において、安全・安心な住宅地の整備と商業・業務機能など

の再集積を図るため、土地区画整理事業などによる復興まちづくりを進めています。 

 これまでの主な取り組みや現在の進捗状況などは次のとおりです。 

１．１．１．１．土地区画整理事業の土地区画整理事業の土地区画整理事業の土地区画整理事業の進捗進捗進捗進捗状況状況状況状況    

    ⑴⑴⑴⑴    仮換地案の調整仮換地案の調整仮換地案の調整仮換地案の調整状況状況状況状況（平成（平成（平成（平成 28282828 年年年年 1111 月月月月 31313131 日現在）日現在）日現在）日現在）    

        ①①①①    意見書へ意見書へ意見書へ意見書へのののの対応対応対応対応状況状況状況状況    

   ・ 仮換地案への意見書提出者に対し、見直し案の提示や事業の必要性の説明によ

り理解を求めている。 

分類 10 月末 1 月末 

概ね了承を得られた 45 46 

未だ了承を得られていない  6  5 

合計 51 51 

        ②②②②    仮換地指定状況仮換地指定状況仮換地指定状況仮換地指定状況（平成（平成（平成（平成 27272727 年年年年 12121212 月月月月 14141414 日効力発生分まで）日効力発生分まで）日効力発生分まで）日効力発生分まで）    

   ・ 移転建物などの補償協議が整ったところや、意見書に係る仮換地の合意に達し

たところの指定を進めている。 

指定 時期 地権者（人） 筆数（筆） 地積（㎡） 仮換地指定率（％） 

第 1～11 回 平成 27 年 10 月末 463 541 175,622.21 81.3 

第 1～20 回 平成 28 年 1 月末 470 553 179,309.83 83.1 

残り －  54  89  36,591.76 16.9 

全体 － 524 642 215,901.59 100 

        ③③③③    土地区画整理土地区画整理土地区画整理土地区画整理審議会及び審議会及び審議会及び審議会及び今後の今後の今後の今後のスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール等等等等    

   ・ 仮換地指定に伴う土地区画整理審議会の開催（本年度 3 回開催） 

    → 仮換地指定に係る地権者から同意を得た街区について審議会に諮問する。 

   ・ 仮換地情報の提供 → 閲覧者 29 人 

    ⑵⑵⑵⑵    工事工事工事工事等等等等の実施状況の実施状況の実施状況の実施状況（平成（平成（平成（平成 28282828 年年年年 1111 月月月月 31313131 日現在）日現在）日現在）日現在）    

        ①①①①    造成スケジュール造成スケジュール造成スケジュール造成スケジュール    

   ・ 盛土工事進捗状況 別紙資料５－１参照 

   ・ 工事等の実施状況 別紙資料５－２参照 

        ②②②②    起工承諾の状況起工承諾の状況起工承諾の状況起工承諾の状況    

   ・ 平成 28 年 1 月 31 日現在取得状況 → 549 筆・137,775.94 ㎡ 

    ⑶⑶⑶⑶    移転補償の状況移転補償の状況移転補償の状況移転補償の状況（平成（平成（平成（平成 22228888 年年年年 1111 月月月月 31313131 日現在）日現在）日現在）日現在）    

区分 建物移転 借家人 工作物 家賃減収 営業 動産移転 合計 

本年度補償対象件数 18  9  5 10  7  2 51 

契約済件数 13  8  4  9  7  2 43 

    ⑷⑷⑷⑷    建築工事着手状況建築工事着手状況建築工事着手状況建築工事着手状況（平成（平成（平成（平成 22228888 年年年年 1111 月月月月 31313131 日現在）日現在）日現在）日現在）    

  ・ 大船渡駅周辺地区における建築工事着手状況 別紙資料５－３参照 

    ⑸⑸⑸⑸    宅地の建築開始可能時期と主要道路の供用開始時期（予定）宅地の建築開始可能時期と主要道路の供用開始時期（予定）宅地の建築開始可能時期と主要道路の供用開始時期（予定）宅地の建築開始可能時期と主要道路の供用開始時期（予定）    

   ・ 宅地（津波復興拠点整備事業区域以外）の建築開始可能時期と主要道路の供用     

開始時期（予定） 別紙資料５－４参照 

    

    

    ⑹⑹⑹⑹    大船渡駅周辺地区土地区画整理事業区域内における出店等希望事業者と貸地等希大船渡駅周辺地区土地区画整理事業区域内における出店等希望事業者と貸地等希大船渡駅周辺地区土地区画整理事業区域内における出店等希望事業者と貸地等希大船渡駅周辺地区土地区画整理事業区域内における出店等希望事業者と貸地等希    

            望地権者との面談会の開催望地権者との面談会の開催望地権者との面談会の開催望地権者との面談会の開催    

   ・ 日時：1 月 29 日（金）午後 2 時、会場：リアスホール（マルチスペース） 

   ・ 参加者：事業者 10 社、地権者 15 人 

２．津波復興拠点整備事業の進捗状況２．津波復興拠点整備事業の進捗状況２．津波復興拠点整備事業の進捗状況２．津波復興拠点整備事業の進捗状況    

    ⑴⑴⑴⑴    工事等の実施状況工事等の実施状況工事等の実施状況工事等の実施状況    

        ①①①①    進捗状況及び今後のスケジュール進捗状況及び今後のスケジュール進捗状況及び今後のスケジュール進捗状況及び今後のスケジュール    

   ・ 先行区域内の公共施設（道路、交通広場、下水道）の工事については、今年度

末の完成を目途に実施中。 

   ・ 拡大区域の用地買収が終了し、区画整理事業で段階的に造成工事を実施中 

 ⑵⑵⑵⑵    エリアマネジメントの推進エリアマネジメントの推進エリアマネジメントの推進エリアマネジメントの推進    別紙資料５－５参照    

①①①①    これまでの検討経過等これまでの検討経過等これまでの検討経過等これまでの検討経過等    

・ まちづくり会社が商業施設を整備する街区（2、5、7、8 街区）については、ま

ちなか再生計画の認可に向けて、国と協議を重ねてきたところであり、1 月 6 日

に開催した大船渡駅周辺地区官民連携まちづくり協議会において、これまでまち

づくり会社の設立等について検討を行ってきたまちづくり会社設立準備室の廃止

とまちなか再生計画（案）について承認され、まちなか再生計画については、1

月 29 日付けで国に申請を行い、2 月 9 日付けで認定された。 

※大船渡市まちなか再生計画 概要版 別紙資料５－６参照 

 ・ 7 街区に整備予定だった商業施設については、出店を予定している商業者と協

議を行い、2 街区に移動した。 

        ②②②②    まちづくり会社の設立まちづくり会社の設立まちづくり会社の設立まちづくり会社の設立    別紙資料５－７参照 

・ まちづくり会社である㈱キャッセン大船渡の設立にあたり、11月16日に発起人

会を開催し、定款の承認、取締役候補者及び監査役候補者を選任した。 

・ 12月7日に取締役会及び設立総会を開催し、取締役会では、代表取締役として戸

田市長を選任し、12月15日付けで登記を行った。 

■株式会社キャッセン大船渡 

     資 本 金 3,000 万円 

     株  主 9（大船渡市、大和リース㈱、商工会議所、さいとう製菓㈱、㈱マイ

ヤ、㈱サクラダ、㈱岩手銀行、㈱北日本銀行、㈱東北銀行） 

     取 締 役 8 名（代表取締役：戸田市長） 

     監 査 役 1 名（伊藤 敏：岩手銀行大船渡支店長） 

     事業内容 ・ エリアの価値を高める事業（各種イベントの企画・運営、広告

代理及び各種プロモーション業務等） 

          ・ 域内商業の活性化に資する事業（経営、販売促進に関する指導

及び情報提供、販売促進に繋がる企画、制作等） 

          ・ スケールメリットを活かした事業（インターネットプロバイダ

業務、警備・清掃業の一括委託、コミュニティバスの運行等） 

    

    

    

    

資料５ 



    

③③③③    今後の進め方今後の進め方今後の進め方今後の進め方    

・ ㈱キャッセン大船渡が整備する予定の商業施設（2 街区及び 5 街区）において

活用する津波立地補助金については、まちなか再生計画認定後の 2 月中に申請を

行うこととし、申請に向けてグループ補助金との重複がないように関係者と連携

して確認作業を行いながら最終調整を進める。 

   ・ 7 街区については、8 街区と併せて㈱キャッセン大船渡による借地を優先しなが

ら、将来的な活用を借地人の公募等も含めて市及びタウンマネージャーにおいて

検討する。 

   ・ 企業グループについては、エリアマネジメントに係る事業概要や分担金等につ

いて調整を進める。 

   ・ 4 街区の（仮称）おおふなと夢商店街㈱については、次回のグループ補助金申

請に向けて、商業施設の配置計画や事業計画、個別商業者の経営計画等の作成を

進めることとしており、今後、エリアマネジメントに係る事業において連携を図

る予定。 

⑶⑶⑶⑶    行政施設（津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設）の整備行政施設（津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設）の整備行政施設（津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設）の整備行政施設（津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設）の整備    

        ①①①①    実施設計業務の委託契約実施設計業務の委託契約実施設計業務の委託契約実施設計業務の委託契約    

   ・ 行政施設については、ＵＲ都市機構と平成27年11月20日付けで行政施設の実施

設計業務について委託契約を締結した。 

    ■大船渡地区津波復興拠点整備事業津波防災拠点施設等実施設計他業務 

     委託期間 平成27年11月21日から平成28年9月30日まで 

     委託金額 137,538,000円（税込み） 

     委託内容 実施設計業務、建設工事発注に係る建設事業者の公募資料等作成業 

          務ほか 

        ②②②②    今後の今後の今後の今後の進め方進め方進め方進め方    

   ・ 行政施設の建設については、第 14 回復興交付金申請の事前協議を終え、施設規

模や整備内容の詳細について復興庁の了解を得たところであり、今後は交付金申

請と並行して事業認可変更の手続きを進める。 
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・・・・13街区街区街区街区一部一部一部一部 （完成）（南西から見る）

計画高：T.P+3.0～4.2m（盛土厚：2.8m）

26262626

・・・・JR盛土盛土盛土盛土（完成）（南から見る）

計画高：T.P+4.9m（盛土厚：3.0m）

・・・・26街区街区街区街区（完成）（南東から見る）

計画高：T.P+3.8m（盛土厚：1.8.m）

・・・・プラザホテル南側プラザホテル南側プラザホテル南側プラザホテル南側（完成）（南東から見る）

計画高：T.P+4.4m（盛土厚：3.0m）

・・・・交通広場交通広場交通広場交通広場（平成28年２月末完成予定）（北東から見る）

計画高：T.P+3.0m（盛土厚：1.8m）

・・・・サーチャージ盛土サーチャージ盛土サーチャージ盛土サーチャージ盛土（平成28年４月末完成予定）

（北から見る）

計画高：T.P+3.0m（盛土厚：2.7m）

・・・・44街区街区街区街区（完成）（南西から見る）

計画高（平均）：T.P+3.0m（盛土厚：2.4m）

土地区画整理事業区域　33.8ha

津波復興拠点整備事業都市計画決定区域　10.4ha

防潮堤（計画高：T.P+7.5m）

施工済

施工中

撮影方向

・・・・南北線南北線南北線南北線（平成28年２月末完成予定）

（南東から見る）

計画高（平均）：T.P+2.7～4.5m（盛土厚：2.5m）

平成平成平成平成28年１月年１月年１月年１月31日現在日現在日現在日現在
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土地区画整理事業・津波復興拠点整備事業 工事等実施状況図

ＪＲ盛土工事

既設構造物撤去工事

須崎川改修（橋梁）工事

水路工事

道路工事

宅地造成工事

【他機関工事】

㋟県施工須崎川右岸改修工事実施中

㋠ＪＲ施工ＢＲＴ専用道の整備工事実施中

【道路工事等】

㋐旧県道の既設構造物（ＮＴＴ、東北電力含む）

撤去と盛土工事実施中

㋑茶屋前水路工事実施中（プラザホテル周辺）

㋒交通広場整備工事実施中

㋓市場輸送跡地の土壌汚染対策工事実施中

㋔ＪＲ第２期かさ上げ引き渡し完了

㋕南北線築造工事実施中

㋖都市計画道路と区画道路築造工事実施中

㋗旧県道撤去完了、かさ上げ工事実施中

㋘軟弱地盤改良工事実施中

㋙地区外からの下水道幹線切り替え工事実施中

㋚新県道盛土工事実施中

【造成工事】

㋛鎌田水産への引き渡しに向けて造成工事実施中

㋜造成工事実施中

㋝13街区一部先行引き渡し完了

㋞44-1・44-2街区（マイヤ・ホーマック）の

第２期先行引き渡し完了
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㋔㋔㋔㋔

㋕㋕㋕㋕

㋖㋖㋖㋖

㋟㋟㋟㋟

㋞㋞㋞㋞

㋞㋞㋞㋞

㋟㋟㋟㋟

㋟㋟㋟㋟

㋟㋟㋟㋟

㋟㋟㋟㋟

㋠㋠㋠㋠ ㋠㋠㋠㋠ ㋠㋠㋠㋠

㋠㋠㋠㋠

㋠㋠㋠㋠

㋠㋠㋠㋠

下水道工事

≪≪≪≪工事等の実施状況工事等の実施状況工事等の実施状況工事等の実施状況≫≫≫≫

【【【【凡凡凡凡 例例例例】】】】

平成平成平成平成28282828年年年年1111月月月月31313131日現在日現在日現在日現在

ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線

新須崎橋新須崎橋新須崎橋新須崎橋

3
・・ ・・
4
・・ ・・
2
野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

新桜橋新桜橋新桜橋新桜橋

新須崎橋新須崎橋新須崎橋新須崎橋

ＪＲ橋ＪＲ橋ＪＲ橋ＪＲ橋

新明土橋新明土橋新明土橋新明土橋
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大船渡駅周辺地区土地区画整理事業 宅地（津波復興拠点整備事業区域以外）の建築開始可能時期及び主要道路の供用開始時期（予定）

ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線

サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園

大船渡公園大船渡公園大船渡公園大船渡公園

国道国道国道国道45454545号号号号加茂神社加茂神社加茂神社加茂神社

須崎川須崎川須崎川須崎川

33333333

((((災害公営住宅災害公営住宅災害公営住宅災害公営住宅))))

大船渡保育園大船渡保育園大船渡保育園大船渡保育園

5555

４４４４

２２２２

１１１１

７７７７

８８８８

ＮＮＮＮ

海側

山側

土地区画整理事業区域 33.8ha

津波復興拠点整備事業都市計画決定区域 10.4ha

みなと公園みなと公園みなと公園みなと公園

９９９９

11111111

12121212

13131313

14141414

15151515
16161616

17171717

18181818
29292929

21212121

25252525

23232323

26262626

27272727

28282828

37373737

34343434
35353535

50505050

48484848

36363636

52525252

51515151

52525252

53535353

54545454

42424242
40404040

39393939

38383838

31313131

30303030

A
C

F

J G

I

３３３３

10101010

■各街区の建築開始可能時期
■主要道路の供用開始時期

H

B

D

H28.4 H28.4 H28.4

Ｈ28.8 H28.12 H28.11

H28.4 H29.4 H28.4

H29.4 H30.4 H29.8

H28.4 H29.4

Ｈ28.8 H30.4

H28.4 H29.4 H28.4

Ｈ28.8 H30.4 H28.7

H29.4 H28.4 H28.4 H30.4

H30.4 H28.7 H28.11 H31.4

H28.4 33 H28.4 H28.4

H29.4
(災害公営住宅)

H28.11 H28.10

街区 供用時期 街区 供用時期街区 供用時期 街区 供用時期 街区 供用時期

1 H29.4 8 15 26 H31.4 34 42

街区 供用時期

3 10 17 H31.4 28

H31.4

H31.4 H30.4

4 11 18 H31.4 29

2 H29.4 9 H29.4 16 27

H30.4

H30.4 35

H30.4

6 H29.4 13 H30.4 23 31 39 53

5 12 H30.4 21 30 H30.4 38 52 H31.4

37 H30.4 51 H31.4

7 14 H31.4 25 H31.4 H28.4 40 54

48 H31.4

36 50 H30.4

A’

L

K

6666

平成28年度完成供用開始区間

平成29年度以降完成供用開始区間

H28.4

H28.4 暫定

H28.7 完成 H28.4

H28.4 H29.4 完成

H28.7 暫定

H28.11 完成

H28.4

H28.7 完成

H28.4

H28.4 暫定

H28.4 H28.7 完成

H29.4 完成 H28.4

H28.4 H28.4 暫定

H29.4 完成 H28.7 完成

H28.4 H29.4

H28.8 暫定 H28.8 暫定

H29.4 完成 H30.3 完成

H29.4

H30.3 完成

H31.4 完成

H29.4 完成

J H30.4

供用時期路線名 区間 供用時期 路線名 区間

完成B

野々田

明神前線

（市道）

大船渡

日頃市線

（県道丸

森権現

堂線）

H

A'

Ｉ

大船渡

細浦線

（県道丸

森権現

堂線）

A

茶屋前線

（市道）

H29.4 完成

G

F 明神前

普金線

（市道）

Ｍ

Ｎ

L

K

C

D

E

M

笹崎公園笹崎公園笹崎公園笹崎公園

茶屋前公園茶屋前公園茶屋前公園茶屋前公園

野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

野
々
田
明
神
前
線

N

※ 供用時期については、当該街区全体が完成し、かつ当該街区に面している道路が供用する時期を当該街区の供用時期としています。

また、街区内で供用時期以前に部分的に供用が可能となる宅地もあります。

※ 「完成」は当該区間の道路工事が完了した状態での供用開始が可能な時期としています。

「暫定」は当該区間に残工事がある状態での供用開始が可能な時期としています。

E

黒：平成27年5月15日公表

赤：平成28年1月31日現在
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県道県道県道県道 丸森権現堂線丸森権現堂線丸森権現堂線丸森権現堂線



黒：平成27年９月30日現在

■各街区の建築開始可能時期（平成28年１月31日現在） 赤：平成28年１月31日現在

※１　部分供用時期とは、既設道路等の切り回し工事により、使用できない一部を除いた、部分供用ができる時期。

㈱キャッセン大船渡による借地を優先しながら、市やタウンマネージャーで活用を検討中。

㈱キャッセン大船渡による借地を優先しながら、市やタウンマネージャーで活用を検討中。

平成27年７月８日付けで大船渡再開発㈱を設立。平成27年10月に建設工事着工。平成28年４月以

降、順次オープン予定。

⑦ ㈱キャッセン大船渡 平成28年９月

平成28年12月

平成29年６月

⑧ ㈱キャッセン大船渡

平成29年１月

平成29年６月

⑥

大船渡再開発㈱

【(仮称)㈱マイヤ復興グループ】

平成27年６月

平成27年９月

平成28年２月

④ (仮称)おおふなと夢商店街㈱ 平成26年４月

平成28年４月

平成28年８月

グループ補助金を活用して独自の商業施設を建設する予定。平成28年１月６日現在の出店予定者は

27事業者。グループ補助金の申請に向けて、施設の配置計画や事業計画、資金計画等を作成中。

⑤ ㈱キャッセン大船渡 平成28年２月

平成28年４月

平成28年８月

平成27年12月15日付けで㈱キャッセン大船渡を設立。平成28年１月６日現在の出店予定者は16事

業者。まちなか再生計画は２月９日付けで認定済。津波立地補助金の申請を2月に予定。

街区 予定借地人 部分供用時期　※１ 全体供用時期 現在の状況

平成27年３月に建設工事着工。平成28年３月オープン予定。

② ㈱キャッセン大船渡

① さいとう製菓㈱ 平成29年３月 施設の基本設計を実施中。隣接する行政施設との一体的利活用について検討中。

平成28年５月

平成28年８月

平成27年12月15日付けで㈱キャッセン大船渡を設立。平成28年１月６日現在の出店予定者は14事

業者。まちなか再生計画は２月９日付けで認定済。津波立地補助金の申請を2月に予定。

③ ㈱サクラダ

平成26年４月

平成27年２月

平成28年１月

①街区

④街区

②街区

③街区

⑤街区

⑥街区

⑦街区

N

まちづくり会社が整備する店舗配置図（案）

⑧街区
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まちなか再生計画区域まちなか再生計画区域まちなか再生計画区域まちなか再生計画区域



 

 

 

 

 

 

 

 

須崎川 

まちなか再生計画の概要 

１１１１    大船渡市における大船渡市における大船渡市における大船渡市におけるまちなか再生計画まちなか再生計画まちなか再生計画まちなか再生計画の目的の目的の目的の目的    

・ 「大船渡駅周辺地区」は気仙地域の商業業務の中心地であり、大船渡市の産業・経済の中心を担

ってきた地区ですが、東日本大震災の津波により甚大な被害を受けました。まちなか再生計画は災

害からの安全性を確保しながら、気仙地域の商業業務の中心地としての復興を果たすため、まちの

魅力向上、賑わい創出、商業及び観光施設の集積等の具体的な方策を示すことを目的としています。 

２２２２    まちなか再生計画の区域まちなか再生計画の区域まちなか再生計画の区域まちなか再生計画の区域    

・ まちなか再生計画区域は、以下の観点から右図

のとおり設定しました。 

①交通結節点となる大船渡駅前を含み、計画されて

いる都市計画道路や区画道路に囲まれた区域 

②災害危険区域に指定されており、商業・業務施設

を誘導していくことが必要となる区域 

③津波復興拠点整備事業により、先行的に商業業務

の集積をけん引する整備を進めていく区域 

３３３３    まちなか再生計画のまちなか再生計画のまちなか再生計画のまちなか再生計画の土地利用方針土地利用方針土地利用方針土地利用方針    

・ まちなか再生計画区域は大規模な津波に対して浸水が想定されるため、災害危険区域に指定し、

商業業務系の土地利用を誘導します。（主として須崎川より北側が観光・交流を牽引する商業業務

地、南側は日常の買物を中心とした商業業務地として位置づけています）。 

４４４４    施設施設施設施設等等等等整備計画整備計画整備計画整備計画    

・ まちなか再生計画区域内では、各々の街区

について予定借地人による施設等整備を計画

しています。（右表参照） 

・ まちなか再生計画区域は大船渡市の中心地

として商業業務の復興を図る区域であり、市

民の生活基盤となるとともに、観光客の交流

拠点となる商業施設の導入を図る必要があり

ます。 

・ 区域内には、市民の日常利用を中心とした

「テナント型商業施設」と観光客の集客拠点

としての「（仮称）産直センター」を計画しま

す。また、日用品等を取り扱う大型小売店の

立地も計画します。 

・ 区域内では店舗同士の連携による相乗効果や、周辺の公共施設（観光交流施設を含む）といった

集客の多い施設を生かすことで、エリア全体の集客や回遊性を高めるような施設配置を行います。 

 

５５５５    街街街街の魅力向上のための取組方針・計画の魅力向上のための取組方針・計画の魅力向上のための取組方針・計画の魅力向上のための取組方針・計画及び地域経済への波及効果の増進の方策及び地域経済への波及効果の増進の方策及び地域経済への波及効果の増進の方策及び地域経済への波及効果の増進の方策    

・ 大船渡市の顔となるまちなかの魅力向上を図るため、「“日常”が“非日常”のマチ」とすることを基本的な考え方に据え、

歴史文化を継承するモノ・コトと新しく生まれるモノ・コトとが融合し、大船渡にしかない商品やサービスを発信し、人を

引きつけ続ける空間を形成することを目指して、多様な世代や性別の欲求を満たす機能配置やデザインとすることにより、

より多くの「目的を持った」来街者の獲得に繋げます。 

・ 商業者等の経営力強化や、販売促進、広報等を支援するとともに、食材やロケーション（海辺に立地など）などの地域特

性を生かしたまちなかの活性化に資する取組の企画・実施、新規起業・第二創業支援などを実施する体制を構築し、「地域

課題」を解決する場を生み出します。 

 

６６６６    再生計画の実施体制・組織再生計画の実施体制・組織再生計画の実施体制・組織再生計画の実施体制・組織    

・ 「大船渡駅周辺地区官民連携まちづくり協議会」では、事業者や市民の意見を取り入れながら、大船渡駅周辺地区におけ

るエリアマネジメント推進に向けた基本的な方針や具体的な取組事項について検討してきました。 

・ まちづくり会社（株式会社キャッセン大船渡）を設立し、同社が中心となり、「５．街の魅力向上のための取組方針・計

画及び地域経済への波及効果の増進の方策」に基づくエリアマネジメントを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．７．７．７．事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール    

 

 

 

 

 

大船渡市まちなか再生計画 概要版 

まちなか再生計画とは 

・ 東日本大震災被災地域の中心市街地（まちなか）の商業施設等の整備を進める計画です。まちなかのまちづ

くりを一体的に進め、地域住民に必要な商業業務機能を提供するとともに、生業や賑わいを回復することを目

的とした計画です。 

・ 東日本大震災からの復興にあたっては、市町村がまちなか再生計画の認定を受けることで、商業施設等の再

建費用を補助する津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金（以下「津波立地補助金」という。）の交

付を受けることが可能となります。 

役職 氏名 所属等 

会長 戸田 公明 大船渡市長 

副会長 浮穴 浩一 

大和リース(株) 

常務取締役執行役員 

副会長 齊藤 俊明 

大船渡商工会議所  

会頭 

委員 齊藤 和典 

さいとう製菓(株)  

専務取締役 

委員 及川 廣章 

(株)エルスール大船渡  

代表取締役 

委員 櫻田 直久 

(株)サクラダ  

代表取締役 

委員 伊東  修 

(仮称)おおふなと夢商店街(株) 

代表者 

委員 金野 栄一 

大船渡再開発(株) 

取締役 

委員 新沼 崇久 

(仮称)(株)海来  

代表者 

 

組 織 

大船渡市 

大船渡商工会議所 

大和リース㈱ 

さいとう製菓㈱ 

㈱サクラダ 

㈱マイヤ 

㈱岩手銀行 

㈱北日本銀行 

㈱東北銀行 

・ まちなか再生計画の認定を受けるにあたっては、土地利用計画や施設等整備計画などとともに、施設整備等の実

施主体（大船渡市の場合、（株）キャッセン大船渡）の体制や商業施設の持続性についても問われます。特に、施

設整備のコストなどもまちづくり会社の事業計画を左右する大きな要素であり、復興庁・中小企業庁と重点的に協

議を行ってきました。 

 

表 大船渡駅周辺地区官民連携まちづくり協議会

の構成（平成 27 年 12 月現在） 

表 （株）キャッセン大船渡 

への出資機関・団体名 

 

図 エリアマネジメントの実施体制及び協力体制 図 まちなか再生計画区域 

計画区域（約 9.9ha） 

大船渡駅 

 構成員 

まちづくり会社 

（株式会社キャッセン大船渡） 

金融機関 

【不動産賃貸事業】 

施設を所有し、 

テナントに賃貸 

商工会議所 大和リース 

さいとう製菓 サクラダ マイヤ 

【エリマネ事業】 

※平成 31 年度から 

拠点区域内の付加

価値創造事業 

【自主事業】 

自ら事業を実施

し収益を上げる 

中

小

企

業

庁 

テ

ナ

ン

ト 

さ

い

と

う

製

菓 

サ

ク

ラ

ダ 

大

船

渡

再

開

発 

エリアマネジ

メントに参画

する借地人 

復

興

庁 

大船渡市 

融資 返済 
出資 

津波立地 

補助金 

返済 

市 

地代 

エリマネ分担金 賃料 

まちなか 
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無利子 

借入金 

須崎川 

    

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32年度 

      

 

③街区 

建築 

開業平成28 年3 月 

開業平成 28 年 4 月～６月 

⑥街区 

②⑤街区 

建築 

建築 

基盤整備 

着工平成 28 年 6 月～8 月 

開業平成 28 年 12 月～平成 29 年 1 月 

⑦⑧街区 

駐車場整備（予定） 

建築 

行政施設 開業平成 30 年３月 

エリアマネジメント事業他エリアマネジメント事業他エリアマネジメント事業他エリアマネジメント事業他    

７７７７    事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール事業の実施スケジュール    

資料５-６ 

【計画区域】大船渡町字茶屋前、字野々田の各一部 

表 街区ごとの予定借地人及び津波立地補助金活用の有無 

街区 予定借地人 

津波立

地補助

金利用

予定：○ 

行政施設 津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設  

①街区 さいとう製菓（株）  

②街区 （株）キャッセン大船渡 ○ 

③街区 （株）サクラダ  

④街区 （仮称）おおふなと夢商店街（株）  

⑤街区 （株）キャッセン大船渡 ○ 

⑥街区 大船渡再開発（株）  

⑦街区 （株）キャッセン大船渡  

⑧街区 （株）キャッセン大船渡  





 

 

 

市（地区）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔地区写真〕地区南西の大船渡中学校前から望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な復興事業の取り組み 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用計画の概要 

〔〔〔〔まちづくりの目標・将来像まちづくりの目標・将来像まちづくりの目標・将来像まちづくりの目標・将来像〕〕〕〕 

 

 

 

 

 

〔〔〔〔事業事業事業事業手法手法手法手法〕〕〕〕 

土地区画整理事業・一団地の津波防災拠点市街地形成施設（津波復興拠点整備事業） 

〔〔〔〔土地利用の基本的考え方土地利用の基本的考え方土地利用の基本的考え方土地利用の基本的考え方〕〕〕〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 広域商業業務地として、災害時も都市機能を維持する拠点の形成 

２ 観光と交流の拠点としての機能強化 

３ 環境と共生し、健やかに暮らせる住宅地整備 

震災震災震災震災直後直後直後直後の状況の状況の状況の状況    

現現現現    況況況況    

～従来の海岸堤防の「線」による防御から、「面」による街づくりの中での減災へ～ 

①①①①「「「「L1L1L1L1 津波」津波」津波」津波」に対しては、「湾口防波堤」及び「防潮堤」により、人命・財産を守る。 

②②②②「「「「L2L2L2L2 津波」津波」津波」津波」に対しては、住民の避難を軸に、ハードとソフトの両面から『多重防御』『多重防御』『多重防御』『多重防御』の考え方で減災する。 

平成23年10月 大船渡市復興計画策定 

平成24年10月 都市計画決定（区画整理区域） 

平成25年 5月 都市計画決定（区画整理区域変更、津波復興拠点区域(2.3ha)） 

平成25年 7月 津波拠点整備事業認可 

平成25年 8月 区画整理事業認可 

平成25年10月 大船渡駅周辺地区安全祈願祭（工事着手） 

平成26年 5月 都市計画変更（津波復興拠点区域拡大(10.3ha)） 

平成26年 6月 事業計画変更認可（津波復興拠点事業） 

平成26年 8月 事業計画変更認可（土地区画整理事業） 

平成27年 7月 事業計画第２回変更認可（土地区画整理事業） 

●仮換地指定率：83.1％（第１～20回、Ｈ28.１月末現在） 

震災震災震災震災直後直後直後直後の状況の状況の状況の状況    

 

○本市は、岩手県の南東部に位置し、東側と南側を太平洋に面

する三陸海岸沿いの都市です。 

○奥行きの深い大船渡湾をはじめとする各湾、急峻な山地が海

岸線まで迫る典型的なリアス式海岸により、変化に富む優れ

た景観を有しています。 

○昭和 27 年の旧町村（２町５カ村）の合併により旧大船渡市

が誕生し、その後、平成 13 年の三陸町との合併により、現

在の大船渡市となっています。これまで臨海型工業都市の形

成を目指して積極的に工業導入を図るとともに、基幹産業で

ある漁業や水産加工業の振興を図り、工業・水産業のまちと

して発展してきました。 

○平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災により、未曾有の被害

を受け、現在復興に向けた各種事業を推進しています。 

人口：38,397 人 世帯：15,083 世帯（H28.1 月末） 

 

 

大船渡駅周辺地区 

釜石市 

住田町 

陸前高田市 

賑わいと活力にあふれる、安全で魅力ある中心市街地を創る 

※L1 津波は、数十年から百数十年の頻度で発生している津波 

L2 津波は、2011 年の東日本大震災クラスの津波 

参 考 



土地区画整理事業の概要 

〔〔〔〔事業事業事業事業目的目的目的目的〕〕〕〕    

 東日本大震災津波により壊滅的な被害を受けた大船渡駅周辺地区において、被災市街地復興土地区画

整理事業を実施することにより地盤の嵩上げを行い、安全な市街地形成を図るとともに、道路・河川・

公園等の公共施設の再整備と商業の復興を図ることを目的とする。 

〔〔〔〔事業名称事業名称事業名称事業名称・・・・施行者施行者施行者施行者〕〕〕〕    

  名  称 ： 大船渡都市計画事業大船渡駅周辺地区土地区画整理事業 

  施行者 ： 大船渡市 

〔〔〔〔地区面積地区面積地区面積地区面積・・・・地権者数地権者数地権者数地権者数、計画、計画、計画、計画人口人口人口人口〕〕〕〕    

  地区面積：約 33.8ha  地権者数：530 人(当初認可時の土地所有者)  計画人口：730 人 

〔〔〔〔事業事業事業事業期間期間期間期間〕〕〕〕    

  平成 25 年 8 月 20 日（事業計画決定の公告日）から平成 33 年 3 月 31 日まで（清算期間 1 年を含む） 

〔〔〔〔土地利用計画表土地利用計画表土地利用計画表土地利用計画表〕〕〕〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔〔〔土地利用計画図土地利用計画図土地利用計画図土地利用計画図〕〕〕〕 ※津波拠点整備事業含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔〔〔減歩率減歩率減歩率減歩率〕〕〕〕  １０．７５％（合算減歩率） 

〔〔〔〔資金計画資金計画資金計画資金計画〕〕〕〕    

 

 

 

 

津波復興拠点整備事業の概要 

〔〔〔〔事業事業事業事業目的目的目的目的〕〕〕〕    

津波が発生した場合においても都市機能を維持する拠点となる市街地を形成し、土地区画整理事業

に先行して、一部用地の先行買収を行い、大船渡駅周辺地区の早期復興を先導することを目的とする。 

〔〔〔〔事業名称事業名称事業名称事業名称・・・・施行施行施行施行者者者者〕〕〕〕    

  名    称 ： 大船渡都市計画一団地の津波防災拠点市街地形成施設事業（大船渡地区） 

  施 行 者 ： 大船渡市 

〔〔〔〔地区面積地区面積地区面積地区面積〕〕〕〕  約 7.7ha（都市計画決定区域：約 10.4ha） 

〔事業〔事業〔事業〔事業期間期間期間期間〕〕〕〕 平成 25年 7 月 2 日から平成 28 年 3 月 31 日 

〔〔〔〔平平平平面図面図面図面図〕〕〕〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔〔〔資金計画資金計画資金計画資金計画〕〕〕〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

【事業施行者】 大船渡市 災害復興局 市街地整備課 

             大船渡市盛町字宇津野沢 15番地  電話 0192-27-3111 

【事業受託者】 ＵＲ都市機構 大船渡復興支援事務所 

             大船渡市盛町字みどり町 3-6    電話 0192-21-5220 

 

種 目 

施行前 施行後 

備考 

地積(㎡) 割合(％) 地積(㎡) 割合(％) 

公

 

共

 

用

 

地 

道   路 ７８，０８６ ２３ ８４，７５２ ２５  

河川・水路 ６，８６８ ２ １６，７０５ ５  

公園・緑地 １，７２０ １ ２０，７１４ ６  

そ の 他 ９，４８７ ２ ― ― 緊急防災空地整備事業買収地 

計 ９６，１６１ ２８ １２２，１７３ ３６  

宅 地(更生後) ２４１，９６６ ７２ ２１５，９５５ ６４  

合   計 ３３８，１２９ １００ ３３８，１２９ １００  

※端数処理により合計が合わない場合があります。 

 

収入                        支出 

区 分 金 額 備 考  区 分 金 額 備 考 

復 興 交 付 金 約 157 億円   

公共施設整備費 

約 49 億円 道路・水路・緑地等の工事費 

公共施設管理者負担金 約  6 億円 須崎川・国道 45 号  約 67 億円 移転・移設費 

市  単  独  費 約  3 億円   整    地    費 約 22 億円 宅地の造成費等 

合        計 約 166 億円   工  事  雑  費 約  4 億円 仮設道路、維持補修等 

    調査設計費・事務費 約 24 億円 調査設計費、事務費 

    合        計 約 166 億円  

※端数処理により合計が合わない場合があります。 

収入                   支出 

区 分 金 額 備 考  区 分 金 額 備 考 

復興交付金 約 43 億円  測量試験費・工事費 約 10 億円 先行地区の盛土、道路・交通広場の工事費 

市単独費 約 0.2 億円  用地・補償費 約 32 億円  

合  計 約 44 億円  調査・事務費 約 1億円  

   合   計 約 44 億円  

※端数処理により合計が合わない場合があります。 


